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各部の作動確認、損傷点検、部品の交換、清掃、緩み点検、漏れ確認などを行い、

機関がいつでも正しく稼動するようにメンテナンスいたします。

非常発電用・動力用ディーゼル機関の保守点検・整備項目

2 3

日常の点検（例）

重大事故発生の原因に

検油棒にてレベルや乳化状態を確認 水質の悪化によるチューブの腐食等が原因で潤滑油が乳化

ピストンの焼付やクランクシャフトの焼付重大な事故やトラブルを
防ぐために、日常の点検は
欠かせません。

日常の点検を怠ると（例）

定期整備

緊急時や非常時の確実な稼働ために、
定期的な点検や調整を。
発電及び動力用機関を未整備のまま使用していると故障や性能ダウンにつながります。

緊急時や非常時でも確実に稼働できるように、

お客様で点検していただく日常点検のほか、当社においても

一定期間ごとに整備基準に基づいた点検整備工事を行ないます。

定期整備

主な定期整備箇所

区分

A

B

C

D

周期

１年毎

３～４年毎

５～７年毎

８～１２年毎

外観点検およびロキ清掃を主とした点検

A点検＋シリンダヘッド整備

B点検＋ピストン抜取整備＋機関付属機器整備

C点検＋シリンダライナー抜取整備

内容

時間

耐用寿命故
障
率

偶発故障期間

初期故障期間

規定の
故障率

経年劣化故障期間

（劣化、疲労）

整備未実施
整備実施

定期的な点検や部品の交換などの「整備」が
コンディションの悪化をリカバーします。

一般的に、あらゆる工業製品は使い始めの初期及び

磨耗故障が発生しやすい末期に故障率が高くなるのが

通例です。そのことをグラフ化すると、中央部分が

凹んでいるので、通称“バスタブカーブ”といわれて

います。ディーゼル機関は長期間使用されているケース

が多いので、定期的な「整備」を行うほど性能を維持

でき、それが環境保全にも繋がります。

ピストン&
シリンダライナ

シリンダヘッド

ピストン

オイルクーラー

軸受け

シリンダライナ

過給機

焼き付き

カーボンの堆積

低負荷運転による
カーボンの堆積

パイプの汚れ・つまり

Oリング部分の腐食

損傷

カーボンの堆積
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無負荷・低負荷によりカーボンが堆積し、燃焼不良や排気煙が悪くなって
きます。

カーボンの堆積

シリンダヘッド

低負荷、無負荷運転により燃焼室にカーボンが堆積し、燃焼不良を助長
します。

低負荷運転によるカーボンの堆積

ピ ストン

整備後

カラーチェックによる確認

整備後、組み込み

損傷した軸受け 新品の軸受け

交換限度を
大きく超えて
いて危険な
状態

新品 腐食状況

20 15

（例）

冷却水系統の汚れやゴミは、チューブの腐食や詰まりの原因となるため、
定期的な整備が重要かつ必要です。

オイル クーラー
長時間経過したシリンダライナは腐食が進行している場合が多くみられ、
定期的な抜き取りによる点検が必要です。

Oリング部分の腐食

シリンダライナ

低負荷、無負荷運転により過給機にカーボンが堆積すると出力・効率
が低下します。

カーボンの堆積

過 給 機
潤滑油の劣化や乳化等により軸受けが損傷すれば重大事故となり機関
復旧に膨大な時間を要することとなります。

軸受けの損傷

軸 受 け

整備後

不純物の堆積や
詰まりにより
冷却効率が
ダウンします。

掃除後、気密試験を実施し
健全性を確認します。

パイプの汚れ・つまり 整備後

未整備により、潤滑油が劣化や乳化するとピストンやシリンダライナの
焼き付きの原因となります。

ピストン・シリンダライナの焼き付き

ピストン シリンダライナ

ピストン&シリンダライナ

定期整備により性能を維持し、
事故を防いで安心・安全に運転。
管理運転や低負荷運転を長時間行っていると、燃焼室まわりに汚れが生じ、ディーゼル機関の機能が十分に発揮できなくなります。

非常発電用・動力用ディーゼル機関は、運転時間が短い反面、発停回数が多く、また停止時間が長いため、

未整備のまま放置されれば発錆その他により緊急時に始動しない可能性があります。

整備は運転時間によらず一定期間毎に行うことで性能ダウンや事故を未然に防ぐことができます。

定期整備
定期整備
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オイルクーラーの複合解析式渦流探傷検査

6 7

非 破 壊 検 査を 利 用した 健 全 度 評 価と
洗 浄＆ 皮 膜 処 理 による予 防 保 全
長期使用のディーゼル機関においては、見えない部分で腐食が進んでいる場合があり、不測の機関停止を招く恐れがあります。

非破壊検査なら、目視できない箇所の腐食量が検知でき、機関の健全度評価とともに、

起こりうる不具合に対する予防保全が可能です。

また、冷却水系統の洗浄と被膜処理により、機器の寿命を延ばし、不具合の予防につなげます。

2つの処置で、見えない箇所の不具合に対処し
予防保全に役立てます。

ダイハツインフィニアースの
ディーゼル機関診断サービス

洗浄＆
被膜処理
冷却水の配管に
洗浄水を通して

洗浄と被膜処理を行ない、
腐食を防ぎます。

渦流
探傷試験

交流を通じたコイルを用い、
微細な電流変化によって
亀裂などの不具合を
検知します。

本数
330本

S波形 50%以上 19本 5.8％
S波形 40～49% 21本 6.4％
S波形 30～39% 102本 30.9％
S波形 20～29% 168本 50.8％
S波形 5～19% 20本 6.1％

S波形 80%以上  1本
S波形 70～79% 1本
S波形 60～69% 1本
S波形 50～59% 16本
S波形 40～49% 21本
S波形 30～39% 102本
S波形 5～29% 188本

1

5

10

15

20

詰め栓を事前に行なう

弊社の製品に対応した「複合解析式渦流探傷」を用いた高精度の検査
により、全数の腐食量の数値化調査を行ないます。基準値以上に腐食が
進行している場合は穴あき前に栓詰めを行ない、事故の発生を予防し、
クーラーの延命を図ります。

オイルクーラーの穴あき

ピストンの焼き付き潤滑油乳化

チューブの腐食状況（内視鏡画像）

各部の腐食量を数値化

オイルクーラー内には数百本の銅チューブがあります。その内１本でも
穴が開くとディーゼル機関内の潤滑油と混ざり、軸受け、ピストンなどの
焼き付きが発生します。

オイル クーラー の 検 査 渦流探傷試験

センサ

内視鏡画像
(漏洩箇所)

0.3mm

1.0mm

探傷波形

SOL1X

0.5V/Div

SOL1

0.5V/Div

SOL2

0.5V/Div

SOL3

SOL2X

SOL3X

SOL3Y

探傷波形

ABS

DIF

SOL A - 006 - 010

回転装置

コイル

欠陥

コイルを回転させて検査することで、
より精度の高い検査が可能

潤滑油クーラーのチューブ内の
堆積物から、バクテリアの発生
状況を調べた結果 
【例：軽～中度】

（単位： 個/mL）

軽度 中度 高度
104103 105 106 107

細菌数

冷却水系統には、地下水槽の泥や錆などが堆積しやすく、それによる
バクテリアの発生などで、局部的に安定被膜が形成されにくくなり、
孔食腐食が発生します。

冷 却 水系 統 の 基 礎 処 理
空気冷却器内には数百本の銅チューブがあります。チューブに穴があいて水が流出すると、シリンダー内に水が入りウォーターハンマーが発生する
可能性があり、連接棒の座屈やヘッドの亀裂など重大事故の原因となります。

ピストン燃焼部の錆 シリンダーヘッドの錆

空気冷却器内損傷による燃焼系統への影響

空 気 冷 却 器 の 検 査

弊社の製品に対応した「複合解析式渦流探傷」＋「回転コイル」を使用した複合的な高精度の検査により、全数の微細な孔食穴の調査を行ないます。
穴あき前に栓詰めをすることで、事故の発生を予防し、冷却器の寿命を延ばします。

微細な孔食穴を全数調査

非破壊検査と合わせて
実施することを推奨します。

基礎処理後

空気冷却器

潤滑油冷却器洗浄タンク

配管改造箇所

配管改造箇所

ディーゼル機関の分解をすることなく、内部を一括して２４時間洗浄と
被膜処理を行ないます。腐食の発生を抑えることで、オイルクーラーや
空気冷却器などの多管式冷却器の寿命を延ばすことが出来ます。

潤滑油冷却器と空気冷却器の基礎処理および洗浄

洗浄＆被膜処理渦流探傷試験

予防保全
予防保全

空気冷却器の渦流探傷試験（高精度試験）

空気冷却器の渦流探傷試験
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長期使用のディーゼル機関においては、見えない部分で腐食が進んでいる場合があり、不測の機関停止を招く恐れがあります。

非破壊検査なら、目視できない箇所の腐食量が検知でき、機関の健全度評価とともに、

起こりうる不具合に対する予防保全が可能です。

また、冷却水系統の洗浄と被膜処理により、機器の寿命を延ばし、不具合の予防につなげます。

2つの処置で、見えない箇所の不具合に対処し
予防保全に役立てます。

ダイハツインフィニアースの
ディーゼル機関診断サービス

洗浄＆
被膜処理
冷却水の配管に
洗浄水を通して

洗浄と被膜処理を行ない、
腐食を防ぎます。

渦流
探傷試験

交流を通じたコイルを用い、
微細な電流変化によって
亀裂などの不具合を
検知します。

本数
330本

S波形 50%以上 19本 5.8％
S波形 40～49% 21本 6.4％
S波形 30～39% 102本 30.9％
S波形 20～29% 168本 50.8％
S波形 5～19% 20本 6.1％

S波形 80%以上  1本
S波形 70～79% 1本
S波形 60～69% 1本
S波形 50～59% 16本
S波形 40～49% 21本
S波形 30～39% 102本
S波形 5～29% 188本

1

5

10

15

20

詰め栓を事前に行なう

弊社の製品に対応した「複合解析式渦流探傷」を用いた高精度の検査
により、全数の腐食量の数値化調査を行ないます。基準値以上に腐食が
進行している場合は穴あき前に栓詰めを行ない、事故の発生を予防し、
クーラーの延命を図ります。

オイルクーラーの穴あき

ピストンの焼き付き潤滑油乳化

チューブの腐食状況（内視鏡画像）

各部の腐食量を数値化

オイルクーラー内には数百本の銅チューブがあります。その内１本でも
穴が開くとディーゼル機関内の潤滑油と混ざり、軸受け、ピストンなどの
焼き付きが発生します。

オイル クーラー の 検 査 渦流探傷試験

センサ

内視鏡画像
(漏洩箇所)

0.3mm

1.0mm

探傷波形

SOL1X

0.5V/Div

SOL1

0.5V/Div

SOL2

0.5V/Div

SOL3

SOL2X

SOL3X

SOL3Y

探傷波形

ABS

DIF

SOL A - 006 - 010

回転装置

コイル

欠陥

コイルを回転させて検査することで、
より精度の高い検査が可能

潤滑油クーラーのチューブ内の
堆積物から、バクテリアの発生
状況を調べた結果 
【例：軽～中度】

（単位： 個/mL）

軽度 中度 高度
104103 105 106 107

細菌数

冷却水系統には、地下水槽の泥や錆などが堆積しやすく、それによる
バクテリアの発生などで、局部的に安定被膜が形成されにくくなり、
孔食腐食が発生します。

冷 却 水系 統 の 基 礎 処 理
空気冷却器内には数百本の銅チューブがあります。チューブに穴があいて水が流出すると、シリンダー内に水が入りウォーターハンマーが発生する
可能性があり、連接棒の座屈やヘッドの亀裂など重大事故の原因となります。

ピストン燃焼部の錆 シリンダーヘッドの錆

空気冷却器内損傷による燃焼系統への影響

空 気 冷 却 器 の 検 査

弊社の製品に対応した「複合解析式渦流探傷」＋「回転コイル」を使用した複合的な高精度の検査により、全数の微細な孔食穴の調査を行ないます。
穴あき前に栓詰めをすることで、事故の発生を予防し、冷却器の寿命を延ばします。

微細な孔食穴を全数調査

非破壊検査と合わせて
実施することを推奨します。

基礎処理後

空気冷却器

潤滑油冷却器洗浄タンク

配管改造箇所

配管改造箇所

ディーゼル機関の分解をすることなく、内部を一括して２４時間洗浄と
被膜処理を行ないます。腐食の発生を抑えることで、オイルクーラーや
空気冷却器などの多管式冷却器の寿命を延ばすことが出来ます。

潤滑油冷却器と空気冷却器の基礎処理および洗浄

洗浄＆被膜処理渦流探傷試験

予防保全
予防保全

空気冷却器の渦流探傷試験（高精度試験）

空気冷却器の渦流探傷試験
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